
選択反応時間におよぼす反応対象刺激数

と運動反応様式の効果

中村章人

一般に，ある感覚刺激に対する反応時間は刺激それ自体がもっ物理的諸要因と，感覚・中

枢・運動の諸機能における有機体内の要因によって規定されることが知られている（Teicb・

ner，1954）。これらの諸要因と反応時間との関係を検ぺることは，刺激受容から中枢的反応，

さらに外部運動反応に至る人間の情報処理機構をさぐる一助となると考えられる。とくに，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「l間が数種の刺激の中から必要な刺激を弁別し，選択的に判断処理をするという選択反応に

おける反応時間（選択反応時間CRT）を，種菱の刺激条件あるいは人間の種々の内部的条件
において測定し，条件ごとにCRTを比較検討することは，悩報選択処理過程の機構の解明に　　　　　　　　　　　　　　　b

とって有効な方法であるといえる。事実，この方法を用いて人間の情報処理過程を推量する

試みが多く行われている（Smith，1968）。

CRTに関与する刺激要因あるいは有機体内の要因については，大別すると次のような視点

から研究されている。工）ある一迦の刺激系列の中における刺激の提示確率（頻度）とCRT

（Laberge＆Tweedy，1964；Bertelson＆Tisseyre，1966；Dmon，1966；Hawkins＆Hosh　ng，

1969；Krueger，1970；Blackman，1972a；Black∬1an，1972b）。一般に，提示確率の高い刺激

に対するCRTは，確率の低い刺激に対するCRTより小さくなる。2）実験に入る前に，あら

かじめ被験者に反応するように教示しておく刺激数または刺激悟報趾とCRT（Hick，1952；

Hyman，1953；Aエcher，1954；Greg9，1954；Fit旭，　Pette路on＆W記1氾，1963；Stemberg，

1966）。この刺激数（n）が多くなるほどCR「ピは増大する。　nLとCRTとの関係は，契験条件

などの違いによって，CRT謂K　lo92（n十1）（Hick，1952）あるいはCRT＝a十bn（Sternbeτ9，

1966）となる。また各刺激の提示確率から平均情報量（H）．に変換すると，CRT＝a十bH
「（Hyman　1953）となる。3）刺激確認・選択決定（Sdrnulus－iden廿丘（迅磁on由dsi。n）と反応

選択決定（response喧ele。don　declsion）の問題。これは上記の1）および2）の刺激条件およ

ぴ被験者に対する教示に関連している。

刺激の提示頻度が大であるほどCRTは小となるが，これは刺激を弁別・選択する頻度が多

いためか，それとも運動反応頻度が高いたあか。’これについては前者が主要因であるとする

考え（Stone，1960；Hawkins＆Hoski　ng，1969；B玉ac㎞an，1972b）と，後者が主要因で

あるとする考え（Berlyn6，1957；DiUon，1966）があって，この問題はいまだ解決されてい

ない。

このように，人間が複数の刺激を弁別したり，それらの刺激の中から特定の刺激を選択す

るはたらきは複雑多稚であって，‘これまでの選択反応に関する諸研究においても，案験にお

ける刺激条件や被験者に対して求める選択課題は多様である。CRTの測定彗軍態において刺

激条件は重要な要因の一つではあるが，より重要で考慮しなければならないことは，その刺

激を受け入れる前に被験者が有している選択行動の課題である。これは実験者によって測定
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前に被験者に教示として与えられる。すなわち，被験者は実験事態においては常にどのよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲ﾈ刺激を弁別し，選択し，どのような運動反応をすべきであるかという行動の方向性を”記

憶”していなければならない。したがって，実験事態における選択反応過程には，大別し

て，刺激確認あるいは刺激選択決定の段階と，反応選択決定の段階とから成ると考えられる

　　　　　　　「iStone，1960；Dillon，1966）。選択反応過程に含まれる刺激選択決定過程と反応選択決定過

程の機能を，実験事態に齢いて明確に区分することは困難であろうが，それら二つのうち一

方の過程に影響すると思われる被験者への課題を，可能な限り一定の単純なものにすること

によって，他方の過程に対する課題を変数とすることにより，その過程の特性を知ることが

できよう。

Sterllberg（1966）は，10個の数字のうち，被験者に記憶させておいた一部の数字に対し

ては一つの電鍵反応を，他の数字に対しては他の一つの電鍵反応を行わせて，あらかじめ記

憶させておいた刺激の数の効果をみた。しかし，彼の実験条件では，記憶させておいた刺激

の数が変化すると同時に被験者に知らせなかった刺激の数も変化する。また彼の実験におい

ては二つの選択反応肢を用いている。Hick（1952）およびHyman（1953）は，複数の光刺

激の各々に対して，別個の反応を行わせて，被験者に反応するよう求めた刺激の数あるいは

刺激情報量の効果をみているが，彼等は被験者に知らせなかった刺激の効果は問題にしてい

ない。

本研究においては，刺激選択の決定機構の一面をさぐるために，被験者にあらかじめ選択

決定をするように指示しておく刺激（Positive　sdmdH，以後これをPO刺激という）の数，

および，なんら指示．しない刺激（Negative　stimu五，これをNE刺激という）の数がCRT

の値にどのような影響を与えるかを視覚的選択過程において検べようとする。そして，反応

　　　　　　　　　　　黒I択決定を単純化するために，PO刺激に対してのみ運動反応を行わせるような蛮態を設定
する。　　　　　三

実　　験　　1

目的2Stemberg（1966）の実験条件では，　PO刺激の増加に伴ってCRTは直線的に増加

したが，NE刺激の数を一定にして，しかもPO刺激に対してのみ単一の運動反応を行わ

せる事態において，彼の結果と同様な結果が得られるかについて実験する。実験はPO刺激

としてアルファベットの大文字を採用する揚合（実験1－1）と，片かなを採用する揚合（実

験1－2）の二つの区分からなる。

実験1－1

刺激および装i置：刺激として用いるアルフアベヅトの大文字A，F，耳，　K，　M，　Nの6種

類を，縦21cm，横20Clnのケソト紙の中央に一一文字ずつゴム印によって押したものを5枚ず

つ計30枚と，同じケソト紙の中央に凝視点として小さな黒点を印したものを一枚用意する。

文字の大きさは繍11㎜，㈱7㎜で，文字の色螺である。刺激字は舛ストスコ

一プ（TKK－TR型）によって提示される。刺激提示面から眼の位．置までの距離は約85cτnで

ある。一つの刺激文字の提示時間は常に150msecで，これは十分文字を認知できる時間であ

った。ランプの点燈時間はタイムレギュレター（TKK－D61）によって制御した。被験者に

紺する用意のサインとしてのブザーを出す痴めに，発振器とスピーカーを接続して用いる。
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また反応時間を測定するために，1msec単位のディジタイマー（TKK・TW）にボィスキー

を接続する。ボイスキーはタキス』トコープの観察窓の下部に取りつける。発振器からの発振

波の持続時間，ランプの点燈朋始時，およびデ4ジタイマーの作動開始時は，もう・一つのタ

イムレギユレター（TKK－TR－1）によって制御する。実験者がタイムレギュレターのスター

ターを押すと同時にスピーカーから330Hz音が2秒間発し，その後2秒経ってからタキスト

スコープのラソプが150msec点燈する。これによって刺激文字面が照射される。このランプ

の点燈開始と同時に反応時間測定用のディジタイマーが作動を開始する。このタイマーの時

問表示は，被験者の発声とともに停止するd

手続：A，F，　H，　K，　Nの5つの刺激文字をPO刺激，　MをNE刺激とする。　PO刺激全体

の提示回数とNE刺激の提示回数の割合は，　PO刺激数が1，2，3個では8：2，5の条件で

は25：6でほぼ一定にする。すなわち，PO刺激全体の提示確率と反応確串をそれぞれ80％

とする。PO刺激の数が1，2，3，5個の4条件を設定し，　PO刺激の数が1，2，3個の場合

はF，H，1（，の3文宇を，5個の場合にはF，　H，　K，　A，　Nの5文字をPO刺激として用いた。

PO刺激数が1の第1条件では，まずFをPO刺激として，　Fを8回，　Mを2回ラソダムに

提示し，8回のFに対するCRTを測定する。次に同様にしてH，　K，それぞれに対して8回

ずっのCRTを測定し，計24回のPO刺激に対するCRTを測定する。　PO刺激の数が2の第2

条件では，まずFとHの両文字をPO刺激として，　Fを4回，　Hを4回，　Mを2回ランダム

に提示して，FとHに対する8っのCRTを測定する。同様にして，　FとK，　HとKの組合せ

でそれぞれ8回，計24回のCRTを求める。　PO刺激の数が3の第3i条件では，　F，　H，　K　3文

字を同時にPO刺激として，一文字に対して8回ずつ計24回，これにNE刺激としてMを6

回加えてこれらをラソダム順にして提示し24回のCRTを測定した。　PO刺激が5の第4条件

では，F，H，K，ANの5文字を同時にPO刺激として，各文字に対して各5回計25回，こ

れにNE刺激としてのMを6回加えてランダム順に提示し，25回のCRTを測定した。これら

4つの条件について，各被験者ごとに2条件ずつ2回に分けて実験が行われた。1回の実験

時間は約1時間半であった。被験者に対しては，ブザーが鳴ったならば刺激提示面の中央の

凝視点を凝視し，約2秒後にPO刺激が確認できたならば，できるだけ早くそのアルファベ

ットの文字名を発声するように教示する。また各条件の測定に入る前に各条件において約20

回の練習反応を被験者に対して行わせた6被験者は正常視力をもつ心理学専攻の大学生6名

であった，

結果：6人の被験者に対する各条件ごとの平均CRTおよび被験者全体のCRTはTable　1

のように：なった。PO刺激数（n）が1と2の場合を比較すると，6人の被験者いずれにお

Table　l　MEAN　CRT（in　msec）for　PoslTlvE　ST！MuLI　in　ALPHABET－VoエCE

REACTION　IExp．1－1）

Num悦r　of Subjecしs
Positive　Stimuli Means

（n） OII　　　Ko　　　Ta　　　Oll　　I（u　　　Na

1 408　　　　380　　　　392　　　　七391　　　　384　　　　459 402

2 500　　　　471　　　　490　　　　473　　　　557　　　　523 502

3 470　　　　490　　　　510　　　　525　　　　574　　　．571 523

5 461　　　　465　　　　542　　　　523　　　　572　　　　510 512
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いても，nが2の場合の方がCRTは64～98鵬ec長くなっている。　nが2と3の場合では，

3の方がCRTが増加している被験者が多いが，　nが3と5とでは5の方が減少している被験

者が多い。これは6人の被験者の平均CRTに表われている。これらのnの数によるCRTの

差異を統計的に検定した結果（t検定），且が1と2の間（t謂巳502，PくQ1），1と3の間

（t畿7ユ39，Pぐ001），1と5の間（t＝4825，　P・ぐ01）には，それぞれ有意差が見ら

れるが，nが2，3，5それぞれの間には有意な差は見られない。　tの値は2と3ではL753，

2と5では．045，3と5でば891であった。結局，本実験の結果では，PO刺激の数が1か

ら2に増加するとCRTは急激に増加するが，　PO刺激の数を2から5まで増加させてもCRT

の値はほとんど変化しないといえる。この結果は，Hyman（1953），　Stemberg（1966）の傾

向とはかなり異．なる　（F皇9．1）。

実験1－2

実験1－1においては，刺激としてアルファベットの大文字を用いたが，本実験においては，

刺激の種類が異なっても，PO刺激の数とCRTとの間には実験1と同様の関係があるかどう

かを検べる。

方法：刺激として片かなを用いる。「ア」「サ」「チ」の3つの文字をPO刺激，「ラ」を
NE刺激とする。これらは実験1－1で使用したものと同じ大きさのケソト紙の中央に，縦約　　　　　　　　、

ユ2mm，横約12mmの四角内に接する大きさでゴム印を押したものである。　PO刺激の数が

1，2，3の3条件を設定し，このPO刺激の生起確率が80％になるように実験Hと同様な方

法でNE刺激と組合わせる。3つのいずれの条件においても，3つのPO刺激各々に対して

8回ずつ，計24回のCRTが測定される。被験者に対しては，指示された刺激が確認できたな

らば，できるだけ早く，その片かなの音を発声するように教示する。被験者は実験1－1に参

加した6人である。用いた装置およびその他の手続きは，実験Hと同じである。

結果；Table　2は6人の被験者について，　PO刺激の数（n）に対する平均CRT，および

被験者全員の平均CRTを示す。　nが1と2の条件におけるCRTを各被験者ごとに比較する

と，すべての被験者においてnが2の方が大となっている。その差は55～124msecである。

また，皿が2と3ではCRTの差は少なく，増減の傾向は一定していない。その増減は被験者

によって一13～＋20m8eeの範囲にある。全体の平均値についてみると，　nが2と3では

CRTは等しい値になっている。これらのCRTの値について条件による差を統計的に検定す

ると，nが1と2および1と3の間には有意な差がみられる（1と2ではt＝・71467，　P＜

．OO1；1と3ではt富6．371，　P〈．01）が，　nが2と3の間では有意差はなかった（t＝

αOOO）。このように，刺激として片かなを用いた場合でも，実験1－1のアルフ7ペットを用
いた場合と同様に，PO刺激の数が1から2に増加するとCRTはかなり増大するが，2から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒

Table　2　MEAN　CRT｛三n　msec）for　PosmvE　ST1MuLI　in　KATAKANA－VolcE

REACTION（E盟P．1－2）

Number　of Subjects
MeansPositive　Stimu蓋i

（n） Oh　　Ko　　Ta　　On　　Ku　　Na

1 382　　　　356　　　　373　　　　415　　　　377　　　　446 392

2 437　　　　411　　　　458　　　　501　　　　501　　　　515 471

3 439　　　　417　　　　478　　♪　484　　　　506　　　　502 471
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3に増加しても，CRTに変化はみられない。結局，　PO刺激の数とCRTとの関係は，文字

刺激の種類に依存しないことが示された。しかし，CRTの絶対的値には二つの実験の間に違

いがみられる（Table　1，　Table　2，　Fig　1）。全体の平均値を比較してみると，いずれのPO

刺激条件においても刺激が片かなの場合よリアルファベットの方がCRTはわずかではあるが

大となっている。

実　　験　　2

実験1において見出されたCRTとPO刺激数との関係は，　HymanやSternbergの結果

とかなり異なっていた。刺激の糎類を変えても，この関係に変りはなかったが，Hymanな

どの結果と異なる理由の」つとして反応様式の違いが考えられる。Sternbergの実験におい

ては，被験者に対してR〕刺激とNE刺激に対して別個の電鍵反応を行わせている。本実

験においては，PO刺激に対しての運動反応として単一の電鍵押し反応を課したとしても，

PO刺激の数と℃RTとの間には，実験1と同様の関係がみられるか，について実験を行う。

この実験は実験1と同様，刺激としてアルファベットを用いた場合と片かなを用いた場合の

二っの区分実験からなる。

実験2－1

方法：この実験においては，運動反応様式およびPO刺激の数を除いて，装置，刺激条件，

手続などは実験1－1と同じである。アルフ7ベット大文字F，H，　KをPO刺激，　MをNE

刺激とする。PO刺激の数を1，2，3の三条件にして，各刺激を実験1と同様の方法で組合

せて各条件ごとにPO刺激に対して計24のCRTを測定する。被験者に対しては，　PO刺激が

確認できたならば，できるだけ早く電鍵を利き手の第二指によって押すように教示する。デ

イジタルタイマーにはポィスキーの代りに電鍵を接続する。被験者は実験1に参加した6名

である。一

結果：各PO刺激数（n）におけるアルファベット文字に対する電鋤押し反応のCRTを

Tρble　3に示す。　CRTの値は，どの被験者においても，　nが1よりも2の楊合の方が大き
い。その差は被験者によって十30～十120の間にある。nが2と3の場合のCRTの差は一　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　「V3rソ＋34の間に分布していて，　PO刺激数の違いによる一定の傾向はみられない。被験者全

体のCRTの平均値の差を統計的に検定した結果，　nが1と2および1と3の間には有意な

差（1と2ではt＝4642，Pく01，1と3ではt＝a　680，　P＜．02）がみられるが，　nが

2と3の間では有意な差はみられない（t＝1．6GO）。

Table　3　MEAN　CRT（in　mseo）for　PoslTlvE　STIMuロin　ALPHABET・KEY

REACT：ON（Exp．2－1）

餌回mber　of Subjεcts
Positive　Stimu1量 M已ans

（n） Oh　　Ko　　Ta　　On　　Iくロ　　Na

1 410　　　　347　　　　395　　　　320　　　　437　　　　444 392

2 499　　　　385　　　　429　　　　428　　　　482　　　　564 464

3 　　　　　　　　　　　　　　　　　「S72　　　　341　　　　452　　　　462　　　　500　　　　491 467
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実験2－2

方法：この実験は，運動反応様式を除いて実験1－2と全く同じ方法で行なう。すなわち，

「ア」「サ」「チ」の3文字をPO刺激として，「ラ」をNE刺激とする。　PO刺激の数が1，

2および3の各条件において，実験1－2と同じ刺激組合せ方法によって，PO刺激に対して

計24回のCRTを測定する。被験者に対しては，実験2－1と同様に，　PO刺激が確認できた

ならばできるだけ早く電鍵押し反応をするように教示する。被験者は前の3つの実験に参加

した6名である。

結果：片かな刺激に対する電鍵押し反応事態における各PO刺激とCRTとの関係をTable

4に示す。この実験においても，nが1と2の条件では，どの被験者もnが2の場合の方が

CRTは大きい。その差の範囲は＋34～＋119m5ecである。　nが2と3の条件では被験者Ta

を除いて，Rが3の方がCRTは小さくなっている。その減少の範囲はO～58msecである。

これら条件間の差の検定を行った結果，nが1と2，および1と3では有意な差（1と2で

はt＝5．791，Pく01；1と3ではt＝a　325，　Pく05）がみられたが，　nが2と3とでは，

被験者全般にnが3の場合の方がCRTが小さくなる傾向を示したにもかかわらず，有意な

差はなかった（t＝a103）。

Table　4　MEAN　CRT（in　m5ec）for　PoslTlvE　STIMuLI　in　KATAKANA・1くEY

REACTION｛Exp．2－2）

Number　of 蟹　　　　　　　　　　Subjects

MeansPositive　Stimuli

@　（且） Oh　　　Ko　　　Ta　　　On　　　Ku　　　Na

1 d84　　　　307　　　　356　　　　388　　　　356　　　　374 377

2 514　　　　368　　　　434　　　　443　　　　475　　　　456 螂
3 509　　　　310　　　　434　　　　424　　　　467　　　　435 430

以上実験1と実験2の結果から示されたように，PO刺激の数が1から2に増加すると，

CRTはかなり増大するが，　PO刺激がそれ以上増加してもCRTに変化はみられない。刺激

がアルファベット文宇と片かな文字，’運動反応様式が発声反応と指押し反応というように異

なっても，CRTの絶対的値に変化はあるものの，　PO刺激の数とCRTとの関係に変りはな

い。したがって，この関係はかなり強固なものであり，この関係が生じる背景にある刺激選

択反応の機構について考察する必要があろう。

実験1および実験2においては，NE刺激の数を一つに限って一定に保ったが，　R）刺

激の数とCRTとの関係は，このNE刺激の数によって左右されることはないだろうか。

Sternberg（1966）の実験条件では，一つの刺激系列内においてPO刺激の数が増加すると，

残りのNE刺激の数は減少することになる。彼の実験条件ではこの両者の数の要因が交錯

しているようであるが，彼はCRTがPO刺激数め一・次関数で表わされるということから，

CRTの値はNE刺激の数とは無関係で，　PO刺激の数によって規定されることを強調した。

次にこのNE刺激の効果について検べる。
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実　　験　　3

目的：PO刺激の数と反応様式を一定にした場合，　NE刺激数の変化がCRTの値を変え

得るかどうかを検証する。もし，CRTの値がNE刺激の数によって変化したとすれば，爽

験1および実験2で得られたPO刺激数とCRTとの関数関係にNE刺激数を変数として入

れる必要がある。もしNE刺激数の効果がないとすれば，　PO刺激数とCRTとの関係はそ

のまま保たれる。本実験は2つの実験より成る。

実験3－1

方法：PO刺激とNE刺激の組合せ条件を除いて，実験1と同様の方法および手続をとっ

た。Kの文字をPO刺激，　A，　N，　X，　Zの文字をNE刺激として，　NE刺激数が1，2，4の3

条件を設定する。実験1および実験2の結果から文字の違いは直接CRTに影響しないと考

えられるので，3つの条件におけるNE刺激の文字は固定させた。すなわち，　NE刺激数が

1の場合のNE刺激はA，2の場合はAとN，4の場合はA，　N，　X，　Zとし，一つの条件内

における各NE刺激の提示回数は等しくした。　PO刺激とNE刺激の提示確率はそれぞれ等

しくした（50％ずつ）。これは実験1および実験2の比率とは異なるが，NE刺激の効果を

より強くすると思われる条件を設定するためである。また，提示刺激全体に対する運動反応

確率は50％となる。各被験老に対しては，Kという文字が確認できたならばできるだけ早く

その音を発声するように教示して，各刺激条件ごとにKに対する24のCRTを求める。各実

験条件の開始前には，その実験条件に対して約20回の練習反応を行わせた。被験者は正常な

視力をもっ心理学専攻の大学生5名であった。これらの被験者の中には，実験1および実験

2には参加していない被験者が2名含まれている。実験装置およびその他の方法・手続は実

験1－1と同じであった。

結果：各NE刺激数に対する平均CRTをTable　5に示す。5人の被験者いずれの結果に

おいても，NE刺激数の増大にともなうCRTに大きな変化は見られない。各条件間のCRT

の差を統計的に検定した結果，いずれの二つの条件間にも有意差は認められなかった（NE

刺激数が1と2ではt呂1．340；1と4ではt＝α000；2と4ではt離a600）。すなわち

NE刺激数が1で一定の場合のCRTはNE刺激の数にほとんど影響されない。

Table　5　MEAN　CRT（in　msec）for　One　POSITIvE　STIMuLI　by　NuMBER　of

NEGATIvE　STIMuLI　i血ALPKABET・VolcE　REAcTION　IExp．3－1）

Rumber　of Subjects
MeansNegatiΨe　Stimuli

Oh　　　Ko　　　O皿　　　Ma　　　Fu

1 450　．　　　　342　　　　　　393　　　　　　362　　　　　　291 368

2 457　　　345　　　388　　　368　　　324 376

4 440　　　341　　　386　　　363　　　308 368

実験3－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧’

方法：PO刺激数が3の場合について実験3－1と同様にして，　NE刺激数とCRTとの関係
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を検ぺる。PO刺激はK，　F，　Mの三文字で一定にする。実験3－1と同様にA，　N，　X，　Zの4

文字をNE刺激として，　NE刺激の数は1，2，4の3条件とする。すなわち，　PO刺激とNE

刺激はNE刺激数が1の場合はKFM－A，2の場合はKFM－AN，4の場合はKFM－ANXZ

の三通りの組合せにする。PO刺激とNE刺激の提示確率はそれぞれ50％とし，一っのPO

刺激文字に対して8回ずつ，計24回のCRTを測定する。刺激全体に対する反応確率は50％

となる。被験者に対しては，KかFかMのいずれかが確認できたならば，できるだけ早くそ

の音を発声するよう教示を与える。被験者は心理学専攻の大学生で，被験者Taを除いて実

験1あるいは実験2に参加していなかった。装置およびその他の方法・手続は実験3－1と同

じであった。

結果：Table　6はPO刺激数が3の場合の，各NE刺激数に対する平均CRTを示したも

のである。実験3－1と同様に各被験者に対するCRTはNE刺激の数の変化によってとくに

一定の傾向はみられない。NE刺激数が4の場合にCRTが増大する被験者が多いが，各条

件の平均CRT間について統計的差の検定を行った結果，いずれのNE刺激数による条件の

間にも有窓な差はみられなかった（NE刺激数が1と2ではt＝α238，1と4ではt＝

a109，2と4ではt＝1．644）。

実験3における二つの実験結果から，NE刺激の数はCRTにほとんど影響しないことが

判明した。したがって，実験1と実験2において見出されたPO刺激数とCRTとの関係，

すなわち，PO刺激の数が1から2に増加すると，　CRTはかなり増大するが，　PO刺激が

2以上ではC艮Tはほとんど変化しないという傾向は，NE刺激数に関係なく成立つといえ

る。

Table　6　MEAN　CRT（in　msec）for　Three　POsITIvE　STIMuLI　by　NuMBER　of

NEGATIvE　ST：MuLI　in　ALPHABET－VolCE　REAcTloN（ERp．3－2）

Number　of
Subjeots

Mea且sNegative　Stimuli Fu　　　Ts　　　It　　　Ma　　　Ta　　　一

1 418　　　　　　552　　　　　　539　　　　　　483　　　　　　455 489

2 些27　　　　　　549　　　　　　533　　　　　　496　　　　　　447 490

4 418　　　　　556　　　　　543　　　　　509　　　　　476 500

・　　　　　　　考　　　　察
’　　一　　　　　．　　　　　　　　　　’　　凸■　　　　　　一　■　　　r　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　一

数個の刺激の中のある特定の刺激に対してのみ運動反応を行なう選択反応事態において，

実験者が被験者に対して選択反応をするように指示する反応対象刺激（PO刺激）の数，お

よび被験者に指示をしない刺激（NE刺激）の数によって，選択反応時間（CRT）にどの

一ような変化がみられるかについて検べた。その結果，PO一刺激の数が1から2に増加すると

CRTはかなり増大するが・この数を3，5と増加させてもCRTに変化はみられなかった。

また，CRTの値はNE刺激の数にようて影響されなかった。選択刺激としてアルファベッ

．トの大文字または片かな・そして運動反応様式として発声または電鍵押しのいずれを設定し
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数が2以上ではほぼ一定となることであ
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る。本研究の実験1においては，被験者　　Fi9ほComParison　of　results　in　this　study
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　with　Hyman，s　alld　Sternberg，s　studles．に個々のPO刺激に対して異なる発声反

応を行なわせた。この実験条件はSternbergの型よりもHymanの型に似ている。Hyman

は，空間的位置が異なり等しい確率で提示される8っの点それぞれに対して，Bun，　Boo，

Beeなどの発声を対応させて反応することを被験者に学習させた後に，　PO刺激（点の位

置）の数とCRTとの関係をみた。刺激構成はPO刺激が100％で，　NE刺激は含まれなかっ

た。その結果，HymanはCRTの値が刺激情報盆の一次関数で裏わされることを示した。

この情報量をPO刺激のi数（n）に変換して衷わすと，　CRT・＝a＋blo92　nとなる。すな

わち，この関係は，皿が大であるほど同じnの増加量に対するCRTの増加量は少なくなる

ことを示している。それにしても，PO刺激が2以上でもCRTの増加1はみられる。また

Sternbergの結果は，　NE刺激や運動反応の条件において本研究の場合と異るとはいえ，

PO刺激の数とCRTとの関係の違いはあまりにも大きい。

ところで，本研究の結果と上記のHymanおよびSternbergの結果との違いは何による

のであろうか。考えられる一つの要因は，被験者の刺激確認あるいは反応選択決定段階の習

得度である。Hymanの実験では，点の位置と新たに被験者に学習させた異なる音声反応一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　智ﾂずつを対応させて反応を行わせている。この選択決定過程は，本研究において採用した決

定過程よりかなり複雑であると考えられる。本研究で用いた刺激材料は，被験者にとって日

常よくみかける刺激であり，実験場面において，その命名あるいは発声を学習させる必要は

ないほど習得度の強いものであろう。これに対してHy蹴anの実験においては，用いた刺激

位置に対応する命名の記憶，および発声反応についての記憶は，おそらく短期間のものであ

って，習得度は弱いものであると考・えられる。Sternbergの実験においては，使用した刺激

は数字であって，被験者の刺激確認段階における習得度は高いといえる。しかし運動反応は，

PO刺激に対する反応とNE刺激に対する反応の二つに分れていて，刺激の選択分類の段階

から運動反応に移る反応決定段階においては，かなり複雑なはたらきを含むものと考えられ

る。これに対して本研究の実験2においては，PO刺激に対してのみ一種類の固定した反応

を求めているので，いずれの運動反応を選択するかを決定する反応選択決定段階は比較的単

純であるといえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

この他・本研究と他の研究の結果の間の相違をもたらした要因として，刺激提示確率およ
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び友応確率の違いも考えられるが，本研究の実験事態から考えて，これらの確率がPO刺激

数とCRTとの関係にかかわっているとは思われない。

Sternberg（1966）は，　CRTがNE刺激の数に関係なくPO刺激数の一次関数でi表わされ

るという実験結果を得て，選択反応過程は並列的比較過程（parallel・comparison　proogss）で

はなく，継続的比較過程（seri証一compadson　pr㏄ess）であるとした。すなわち，数個の刺激

が一っずっ被験者に提示され，それがPO刺激であるか否かを確認選択する場合，その一つ

の刺激が，PO刺激についての記憶内容の一っ一つと対比されるのであって・PO刺激にっ

いての記憶内容のすべてと同時的並列的に比較が行われるのではないと主張した。この考え

に立つならば，本研究の実験事聾では，PO刺激の数が1の場合と2以上の場合とでは選択

反芯過程において何らかの違いはあるが，PO刺激が2以上では選択機能にある程度の並列

人間の情報処理過程には，刺激受容から刺激確認，刺激選択（分類），反応選択決定などの

複雑な諸過程を含むため，選択反応事態においては，これらの全過程内の個々の過程が独立

に機能するのではなく，それら個々の過程の相互連関的過程が機能していると考えられる。

最後に，刺激の極類および反応様式とCRTとの関係についてふれておく。実験1および

2においては，刺激がアルファベットと片かな，運動反応が音声と電鍵押しの場合について，

CRTを測定した。これら刺激の種類と運動反応の違いによってCRTに違いがみられた

（Fig．1）。刺激が同一である場合，電鍵反応によるCRTは発声反応より小さい。これは

単純反応においてもみられる現象で，選択反応における特有の傾向とはいえない。また反応

様式が同・一であると，刺激がアルファベットの場合より片かなの場合の方がCRTは小さい。

本研究で用いた刺激文字の一つずつに・ついて，提示時間閾を測定した結果・同一被験者では，

アルファベット文字と片かな文字の時間閾はほとんど同じであった。したがって，この文字

の種類によるCRTの違いは刺激選択あるいは反応選択の段階の機能的相違を示すものとい

えよう。選択反応事態におけるこのような刺激の種類あるいは運動様式の違いによるCRT

の変化量は，人間の情報処理過程の一知見を我々に与えてくれるであろう。
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Department　of　Psychology，　Shinshu　U皿iversity，　Japan

Ab5tract

The　effects　of　the　positive　and　negative　stimulus　number　on　choice　reaction

time（CRT）were　independently　examined．　In　Experiments工and　2，　two　sets　of

stimuli，　some　alphabet　letters　and　katakana（sort　of　Japanese　alphabet），　were　assigned

to　two　motor　responses，　vocal　and　key－pressing　response．　The　mean　CRT　as　a

function　of　the　positlve　stimulus　number　was　measured　in　each　stimulus－response

assignment，　for　six　subjects．　In　all　conditions，　it　was　found　that　the　mean　CRT

noticeably　increased　as　the　positive　stimulus　number　changed　from　one　to　two，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

but　was　fixed　at　two　and　over（Tables　1，2，3，4）．　In　Experiment　3，　the　negative

stimulus　number　was　varied　from　one　to　four　under　the　same　conditions　as　in　Experi・

ments　l　and　2，　for　five　subjects．　It　was　confirmed・that　CRT　was　not且nfluenced　by

the　change　in　the　negative　stimulus　number〔Tables　5，6）．
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